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湿原散歩
ハシドイの花の香りが漂うころとなり、釧路湿原に夏がやっ

て来た。近くにある展望台には観光客が集い、中には額に

汗をにじませながら登って来た人も目の前に広がる景観に
一時暑さを忘れたかのように歓声を上げていた。湖面に浮

かぶカヌーはまるで笹船のように、ゆっくりと川に向かっ

て進んでいる。湖岸の浅瀬ではアオサギが群れ、食欲旺盛

な雛に与える餌を盛んに探している姿が見られ、その雛も

間もなく巣立ちの時期を迎えるようだ。人影が消え、日没

迫るころ、青い水面の中にタンチョウの番が仔んでいた。
やがて周りの林から野鳥の鳴き声が次々と聞こえて来た。
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塘路フィールドノートle／I5－7／14】
【野鳥】

野鳥たちは現在子育ての真っ最中oこの春生まれたヒナたちも徐々に大きくなり、巣立ちの時を迎えています。
※注意：湖畔歩道の入口近く（上図）でハシブトガラスが営巣して酌、近くを通ると威嬉ざれることがあります
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Zオサギ（塘路塑l
エゾノミズタデの葉の上で夕日を背に
たたずんでいました
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主管　担

ヱガモの親子（塘路遡i
母ガモ（左端）と幼鳥たち。通常子育て
はしないはずのオス成鳥の姿も（右端）
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二王ウナイスズメ（塘路湖堕1
しきりに地面をつついて獲物（昆虫の幼
虫？）を捕らえたところ

旦湿原）コヨシキリ（コツタ
湿原の野鳥の代表格。特徴的なさえずり

が湿原に響き握っていました
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アオジ（塘路湖畔）
雨上がりの夕暮れ時、樹上で元気にさえ
ずっていました
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ハシブトガラス（塘路湖畔）
近くの巣で子育て真っ最中の番い。樹上で
こちらの動きを監視中



【植物】

落ち着いた色調の白い花の季節から、色鮮やかな夏の花の季節に移り替わってきました。また、初夏に花を咲
かせた植物は実を結んで、次世代に生命をつなぐ準備をしています。

なピンク色の花をたくさん咲かせています
今彗器藷か。ちらも現在見ごろを迎えています。青紫

皇旦フジ（コツタロ湿塵l
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色が印象的な花
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エゾノミズタデ（塘路潮）
水面を覆うように茂る葉の上に、小
さな白い花を咲かせていました。
ヒシ（ペカンペ）と並んでこの時期
の塘路湖を代表する水草です

まだ花を咲かせている個体も見られます蚕の食草としても知られるヤマグワ。おい

が、こちらは一足先に実をつけていました　しそうな実をたくさんつけています

【昆虫】

塘路湖周辺ではヨツボシトンボが飛び交い、さらにチョウの種類も多くなってきました。一方でアブやハチの
活動も活発になってきていますo散策の際は十分お気を付けください。
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与塘路湘畦にシマヘビ出現㌔
ある日、センターの窓から外を見ていると、芝生の上に何やら黒く

て細長い一本の緑が。よく見ると、真っ黒をうろこ状の背中に鋭い目
つき、どうやらシマヘビの黒化型（通称カラスへど）のようでした。

数日後、今度はセンター脇の薪置き場でとぐろを巻いているノーマ
ルカラーのシマヘビを発見。鋭い目つきに一瞬ひるみましたが、シマ
ヘビもこちらの存在に気付いて、薪の隙間へと消えていきました。

カエル・トカゲ・鳥類・ネズミ等多様な食性を持つシマヘビは、そ
の土地の豊かさを表す指標として重要な生物の一つです。湖畔を闊歩

するシマヘビは塘路湖の豊かな自然が維持されていることを証明し
てくれているのかもしれません。（個人的にはあまり頻繁に会いたく
はないのですが…）
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㊨土器作りを体験しました
8日、自然ふれあい行事「縄文土器作り講座」を開催しました。標茶町郷土館

学芸員の坪岡始さんを講師に塘路地区で出土した土器を見ながら、当時の釧路湿

原について説明してもらったあと、土器作りを始めました。はじめに粘土を円盤

状に底の部分を作り、ひも状にしたものをその上に乗せながら輪積みして高くし

ますが、中に空気が入ると焼いたときに膨張して破裂するので、注意して作業を

進めることを教わりましたo午後から模様付けの作業となり、木の枝、貝殻、木
の実、綱紐などを使い、各自土器の表面に模様付けをしました。

作った土器は自然乾燥を怒て、来月上旬に野焼きをして完成させます。

7日・8日の二三＿績ふれあ‾＼‾指事 � 

事前の申込が必要です 

音バードカービング展　　　⑨釧路湿原　自然と歴史を訪ねて 
i日時］7月23日（日）～8月13日（日）　1日時18月12日（土）10時～12時 

［開催場所I塘路湖エコミュージアムセンター　　［定員・参加料IlO名・無料 

※申し込み不要・欄鮒　　　王墓器昌禁謹藷場 
◎申込・問合わせば塘路湖エコミュージアムセンターまで。 

☆ホタルの週末　　　　　　☆盛夏の花を見に行こi 

l日　時17月22日（土）・7月23日（日）　I日　時18月6日（日）10時～12時 

いずれも19時30分～21時　　　I定員・参加料115名・無料 

［定　員・参加料］定員なし・無料 

☆ザリガニウオッチング（ウチダザリガニ編） 　帖時18月13日（日）10時～12時 

I定　員・参加料115名・無料 

☆申込・問合わせは温根内ビジターセンターまで（0154－65－2323） 

7月19日～8月16日の期間は水曜日も開館します！

全旦出・白人時間　6／15（3‥43，19‥03）・6／30で3：46．19：0飢7／14（3：56．19：00

～編集後記一

書気温も一気に上昇し、真夏日が10日連続、猿

暑日が4日と（14日現在）、7月に10日続けて

真夏日を記録するのは1997年以降20年ぶり

となりました。涼しい夏の北海道観光をイメージ

して訪れた方も驚いたことでしょう。道外と比べ

て湿度は低いかもしれませんが、フィールド散策

の際には水、帽子、日傘などを用意して楽しい旅

行をしてくださいね。

知略湿馬国立公園

埴輪軸エコミュージアムもシター観るきっと

㊨088－2264　北海道Il止郡標茶町塘路原野

TEL：015－487－3003　FAX：015－487－3004

E－mail：emc＠hokkai・OrJP

開館時間：10：00－17：00

（11－3月：16：00まで）

休館日：毎週水曜日（7月19日～8月16日　夏

期開館）、12月29日～1月3日　　入館無料
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